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カンブリア紀直前の微小球体化石の顕微分光測定

Raman and IR imaging of spheroidal microfossils from the Precambrian
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カンブリア紀初期,約 5.4億年前にカンブリア爆発と呼ばれる生命の大進化が起こり,それまで軟体性だった生物は一斉
に硬組織を獲得し,多様な外部形態を手に入れた（Parker,2003）．この生命進化における重大な変化のメカニズムについ
てはまだよく分かっていないが,現在の歯や骨などのリン酸塩のバイオミネラリゼーションから,コラーゲンなどの生体
高分子テンプレート上における鉱物生成が可能性のひとつとしてあげられる. また,エディアカラ紀の地層から体の一部
に硬組織を持つ生物が発見されていることから,硬組織の獲得はこの時期に起きていた可能性がある.
そこで本研究では，南中国Ｗｅｎｇ’an,から産出したエディアカラ紀の微小球体化石について化石内の鉱物と有機物の

分布を調べるため，顕微ラマン・赤外分光測定及び走査型電子顕微鏡 (SEM-EDX)による元素分析を行った．
SEM-EDXの結果，化石の内外における PおよびCの分布に特徴は見られなかった.顕微ラマン面分析によると,微小球

体化石の周縁部と内部の粒状構造中に,964cm-1の吸収帯（リン酸塩鉱物）が主に分布し,その周辺には 1339cm-1,1609cm-1
（炭質物D-band, G-band）の吸収帯があることがわかった．また,顕微赤外分析によると,この有機物には 2880,2935,2990cm-
1（脂肪族炭化水素）・1617 cm-1（C=C）の吸収帯も観測された．今後，さらに詳細な分析を行って，鉱物と有機物の相
互関係を調べていきたい．


